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習志野市鷺沼 2-1-1  電話 047-451-1132 

地域と共に 

歩む教育 

 
写真は、「キラット・ジュニア防犯隊」に任命された市内小

中学校の代表児童生徒２０２名です。 
小学校代表の大久保東小、佐藤寿々菜さんは、「犯罪ゼ

ロの街、安心・安全な街、皆さんが大好きな街、習志野を作
っていきたい。」また中学校代表の第一中、水上りりいさん
は、防犯隊４年目の経験をふまえ、「友達と協力する、地域
の方々と交流することで、人と人との絆を感じました。私た
ちと一緒にボランティア活動へ積極的に参加していきましょ
う。」と、堂々と抱負を述べていました。 
今年で１４年目を迎えた防犯隊の今年度の活動予定は、

次頁２面を御覧ください。 

代表による抱負発表 参画証と防犯物品の交付 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 習志野市で初夏の恒例行事となっている「オール習志野 歩け歩け大会」が３９回目を迎えました。今

年も、市長、教育長、市議会議長をはじめ、２２５名の市民が習志野縦断の旅に参加しました。東習志野

小学校を出発し、市庁舎前での総合開会式、道中海浜公園で東京湾を望み、谷津バラ園まで完歩する市民

に、パワーと元気を感じました。市内の小中学校からの教職員の参加も多く、藤崎小学校からは、１４名

の先生方が参加していました。今年度新規採用の原田先生、斉藤先生、山崎先生は、「市民の方と、道中

楽しくお話しができました。」、「習志野の自然を肌で感じました。所々に咲く紫陽花が、特に印象的で

きれいでした。」、「茜浜で海を見て心が洗われた気持ちでした。」と、それぞれに習志野の魅力再発見

の感想を残してくれました。 
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谷津小学校全面改築工事に伴い、プールを先行解体したこ

とから、今年度より、子供たちは新習志野駅前の千葉県国際

総合水泳場までバスで移動し、水泳学習を行っています。 

移動にあたっては、学校教職員や教育委員会職員だけでな

く、谷津小のＰＴＡの方々も安全確保のために同行し、子供

たちを見守ってくれています。 

千葉県国際総合水泳場は、国際基準の公式大会も開かれる

プールです。広い室内プールでの学習の体験も、きっと子供

たちの心に残ることでしょう。 

 御協力いただいているボランティアの方々、たいへんあり

がとうございます。 

 

      

 地域と共に歩む教育 

ボランティアに支えられ 

国際水泳場で泳ぎを練習する谷津っ子たち 

 

「キラット・ジュニア防犯隊」活動計画 
 

★７月１５日 市民祭り「習志野きらっと 2018」 

パレード参加 

★７月１８日 第１回自転車防犯診断  

京成津田沼駅・新習志野駅周辺 

★１０月３日、１０月１７日、１０月２４日 

街頭啓発キャンペーン 市内７駅 

★１０月１３日 安全で安心なまちづくり市民大会 

  習志野市民会館ホール 

★１０月１６日 第２回自転車防犯診断 

  京成大久保駅・京成実籾駅周辺 

★１１月１０日 防犯マップ作製  

  場所未定 

★１２月中旬 歳末街頭啓発キャンペーン  

  ＪＲ津田沼駅周辺 

★３月上旬 全体ミーティング 

  場所未定 

犯罪の被害者に「ならない」 

犯罪の加害者に「ならない」 

犯罪を他の人に「させない」 

習志野を守るジュニアたちの活動に、 

応援をよろしくお願いします！ 

６月３日（日）開催 

海浜公園で水分補給 

開会式後の再スタート 谷津バラ園まで完歩 



 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 袖ケ浦西小学校では、６月１２日（火）に、プール開きに備

えて高学年児童と教職員、保護者の方と協力してプール清

掃が行われました。 

 児童は、教師の指示をよく聞き友達と協力し、プール周り

の環境整備する、更衣室を清掃する等、学校のために一生

懸命に取り組みました。また、児童が下校した放課後は、保

護者と教職員とが、子供たちのためにともに汗を流し、プー

ル清掃を行いました。 

 教職員、児童、保護者と三者が一体となって、学校教育の

ために活動する姿が見られ、チームワークの良さが光りまし

た。 

 大久保東小学校では、５月３０日（水）にごみゼロ運動を行

われました。先生方と全校児童で共に協力し合い、学区の清

掃活動に取り組みました。 

 活動を通して子供たちは、社会の一員であると実感できた

のではないでしょうか。また、いつも街をきれいにしてくださっ

ている地域の方に感謝の気持ちを持てたことでしょう。 

 ６月１６日（土）、谷津干潟で「谷津干潟アオサ除去活動」が行われ

ました。近隣の小学生、中学生、高校生、地域の方が雨の中、力を

合わせてアオサやホンビノスガイ等の回収作業を行いました。様々

な年齢、立場の方が同じ目標に向かって活動する姿が見られまし

た。 

例年よりもアオサの発生量は少ないとはいえ、回収量は約１．６ト

ンでした。地域の財産である谷津干潟の環境保全のため、精一杯活

動しました。この経験を通して、谷津干潟についての理解を深め、環

境保全の一端を担えた一体感と達成感を味わえました。こうした子

供たちの経験が、未来の谷津干潟の環境をつくっていくのではない

でしょうか。 
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習志野市特別支援教育推進基本方針 

 

 

 
 

平成 31年度小学校整備計画（予定） 
 
 
 
 
 
 
                  

黄色マーク…平成 31年度新設の学級（教室） 

                          学級…特別支援学級 

                          教室…通級指導教室 

平成 31年度中学校整備計画（予定） 
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Ⅲ 
特別支援教育に

関する理解、啓

発、専門性の向

上を推進する。 

Ⅱ 
ユニバーサルデ

ザインの視点で

の教育を推進す

る。 

Ⅰ 
連続性のある多

様な学びの場の

提供を推進する。 

Ⅳ 
交流及び共同学

習の充実を推進

する。 

Ⅴ 
早期からの就学

相談と適切な就

学に向けた関係

機関との連携を

推進する。 

共生社会の形成に向けた、地域でともに育ち、学ぶ教育の推進 

１一人一人の教育的

ニーズに応じた教

育内容の充実 

２居住地やその近く

で特別支援教育を

受けるための学び

の場の充実 

３県立習志野特別支

援学校の中等部・高

等部の開設に向け

た協議 

1 誰にとってもわ

かりやすい授業

や教室環境等の

整備 

１各学校における特

別支援教育の校内

支援体制の充実 

２特別支援教育に係

る教職員の専門性

の向上 

３ 全ての教職員への

特別支援教育への

理解、啓発と合理的

配慮の推進 

１特別支援学級設

置校の校内外で

の交流及び共同

学習の推進 

２特別支援学校と

の居住地校交流

の推進 

１特別支援教育説明

会の実施 

２適切な就学相談を

行うための関係機

関との連携 

３就学後の学校生活

を支えるための民

間事業所を含めた

関連機関との連携 

に変更 

に変更 

詳しくは特別支援教育説明会へ（要申込） 

第２回 平成 30 年 8 月 20 日(月)10:00～ 消防庁舎 

第３回 平成 31 年 2 月 5 日(火)10:00～ 市民会館 

習志野市教育委員会 指導課 047-451-1132 

習志野市特別支援教育推進基本方針 

平成３１年度小学校における整備計画（予定） 

平成３１年度中学校における整備計画（予定） 

学級…特別支援学級 

教室…通級指導教室 

－４－ 

特別支援学級とは？ 
１日の多くの時間を特別支
援学級で過ごし、実態に合わ
せて、通常学級への交流及び
共同学習を行う学びの場で
す。より支援の必要な児童生
徒を対象とし、さらに一人一
人へきめ細かい指導をする
ことができます。 
 
通級指導教室とは？ 

通常学級で生活し、週に１～
８時間ほど、個別の課題に応
じた学習を行う学びの場で
す。通常学級で概ね学習に参
加でき、一部特別な指導を必
要とする児童生徒が対象と
なります。 
 
習志野市では、子供たちが学
区の学校（できるだけ近い学
校）で学べることを目指し、
整備を進めてまいります。学
区で学ぶことで、 
① 特別支援の担任と、通常

学級の担任が連携をとり
やすい。 

② 自校の教育課程で学ぶた
め、行事などを含め効果
的な指導が受けられる。 

③ 通学距離が短い。 

等のメリットがあります。 

 

 

 

 

 

インクルーシブ教育システムの構築をめざした５つの柱 
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小学校では、今年度より「特別の教科」として道徳が実施されています。 

 「考え、議論する道徳」のために、導入、発問、板書等、教師の指導・支援の工夫

が見られました。また、香澄小学校では、授業で使用した教材をストックし、活用し

ています（左写真）。市内の各学校においても、道徳教育推進のための取り組みが

されています。 

授業を中心とした香澄小学校の道徳教育の取り組みについて、地元ケーブルテ

レビのテレビ広報「なるほど習志野」で７月２日から８日まで紹介されました。それ

だけ社会の関心が高いことがうかがえます。現在は YouTube で視聴できますの

で、ぜひ御覧になってみてください。 

 

 

第三中学校では、一昨年の５０周年記念行事で 

「Re.スタート宣言」を発し、１００周年に向けてより 

よい三中作りを目指して、毎年テーマをもって生徒 

会活動をしていくことになりました。 

昨年度が最初の年で、ＳＮＳをテーマにプレゼン 

テーションを作成し、全校生徒の前で発表しました。 

今年度は、命が軽視されがちになってきた現状を踏まえ、「命」をテーマとした取り組みを行うことにしました。習志野

警察署から「命」の講話事業に協力してほしいという要望もあり、タイアップ企画として、元全日本犯罪被害者の会、澤

田美代子さんを講師に「『命』の大切さを学ぶ講座」を実施しました。今後、全校集会にて「『命』について考える会」の開

催、被爆体験者を招聘した平和集会など、生徒会が中心となり、生徒主体の活動が計画されています。このような活動

は、子供たちの心の中に残り、これからの社会を支える大人への第一歩として、大きな一歩を踏み出せることでしょう。 

  

６月２８日（木）に、健歯児童生徒審査会・表彰式が開催されました。 
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＜交流会を終えて＞              

６月１９日（火）、習志野市の姉妹都市アメリカ合衆国アラバマ州タスカルーサ市より訪問団

２２名（高校生２０名、引率者２名）が習志野高校に来校しました。 

 １時間目に生徒会主催の歓迎会が行われ、吹奏楽部のレベルの高い演奏に驚愕していました。

２時間目からは、コミュニケーション英語、体育、化学、英語会話の授業に参加しました。午

後は茶道体験、書道体験で日本文化を堪能してもらいました。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

タスカルーサ市青少年団歓迎会・交流会 
 

 

【編集後記】  もうすぐ１学期が終わります。学校で、地域で、習志野の子供たちの活躍がたくさんありまし

た。子供たちの笑顔を見ると元気になれます。これからも、学校、地域が応援団となり、子供たちの活動を応

援していきましょう。２学期はどんな活躍が見られるのか今から楽しみです。 
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